私 は 近く 今年の 四月から、 女子 教育に 対して、 友人 

と共にみ ずから 一 つの 実行に 当ろうと 決心し ました。 

これ は 申す まで もな く、 私に とって 余りに 突発的な こ 

とで あり、 また 余りに 大胆な ことで もあります が、 し 

かし 私に は、 従来の 私の 生活と 同じく 極めて 真剣な 事 

業であって、 短時日の 間ながら、 十分 慎重に、 考えら 

れる だけの こと は 考えて 決心した つもりです。 軽率な 

思 立ちで ない という こと だけ は 断 言が 出来ます。 

私 はこの 事の 経過 を 簡単に 書き、 また 私たちが この 

事業に 対する 計画の 摘要 を も 添えて 置こうと 思います _ 



究家 である こと は、 友人の ひとしく 認めて 驚いて いる 

所です。 この 西 村 氏が、 日本人の 生活 を 各方 面から 芸 

術 的に 改造す る 一 つの 小さな 研究 機関と して、 「芸術 

生活、 西 村 研究所」 を 作ろうと する 計画 は 去年の 春以 

来の ことで、 その 事 は 既に 新聞紙に 由って 誇大に 吹聴 

された こと も ありまし たが、 西 村 氏 は、 その 研究所の 

一 部の 事業と して、 先ず 芸術的な 自由 教育の 学校 を 興 

す 決心 をされ たのです。 

西 村 氏から この 事の 相談 を 最初に 受けた の は 

& 井柏亭 氏と 私と でした。 画家で ある 石 井 氏、 詩人で 

ある 私、 この 二人に 対して、 西 村 氏 は その 学校の 実際 



しめようと 思います。 これが 私たちの 学校で、 従来の 

高等 女学校の 課程に 依らずに、 特に 中学 部 女生徒と 呼 

ゆえん 

^所以です 

中学 部の 課程 は、 修養 部と 創作 部と に 大別し ます。 

修養 部に おいて は、 男子の 現在の 中学 全部の 学科 を 適 

度に 取捨して、 これ を 四 年間に 修めさせようと 思い ま 

す。 これ は 従来の 教育法に 対して 最も 英断な 斧鉞 を 加 

えようと する ものです。 量 を 減じながら、 質に おいて 



い。 二 九 ニー 年 一月) 

(『太陽』 一九二 一年 一月) 
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